
仙台市立仙台高等学校のホームページをご覧くださりありがとうございます。 

本校は仙台市青葉区国見の地にあり、「国見」という地名のごとく眼下には市内の街並みが、さらにその

先には、はるか太平洋の水平線を見渡せる絶好のロケーションを有しています。 

 

「自主自立」を校是（教育理念）とし、1940 年（昭和 15 年）の創立以来「自ら考え、行動し、その経験を

もとに成長する」校風が 8４年間脈々と受け継がれています。学業と部活動を含むさまざまな活動を両輪

とし、複雑多様で変化が速く、未来を予測するのが難しい時代においても、粘り強く、そしてたくましく生

きる力を身につけられるよう、生徒・職員が一丸となって教育活動を推進しています。創立以来 2５,419

名が卒業し、地元をはじめ、国内や海外において広く活躍する人物を輩出しています。 

 
３つの「スクール・ポリシー」（2022～）・グランドデザイン（2023～）を定めていま
す。①卒業までに生徒にどのような力を育成するか（「グラデュエーション・ポリシー」）、②そのためにどの

ような学びを行うか（「カリキュラム・ポリシー」）、③どのような生徒を求めているか（「アドミッション・ポリ

シー」）があり、それらを体系化したものを「グランドデザイン」で示しています。中学生や保護者等の皆さま

は、HPのトップ画面からぜひご覧ください。 

 

「進学重視型単位制高校」（2009～）を設置し、英語の一部科目における少人数授業、１年次
の数学や情報の授業を複数の教師が担当するティーム・ティーチング、３年次における前期と後期で異な

るカリキュラムが選択できるシステムなどを導入して、生徒の「学力向上」と「希望進路達成」に活かしてい

ます。また、県内で「35人学級」をいち早く導入しています。 

 
「総合的な探究の時間」では、「鵬（フェニックス）プラン」と称する本校独自の３年間を系統
立てたキャリア教育において、「SDGｓ（持続可能な開発目標）」が掲げる17の目標に関連づけた探究学習

を学年ごとに行い、その成果を発表することを通して、自らの生き方を主体的に考え、未来に向かう姿勢

を育むことで、希望進路達成につなげています。 

 

「国際理解教育」では、「仙台高校基金留学制度（上限２０名）」という独自の留学支援制度があり、これ
まで、オーストラリア（シドニー）にあるケリービル・ハイスクール等における語学研修やホームステイ等を行

ってきました。ここ数年は海外渡航が難しい状況にあるため、英国を模した国内の施設（ブリティッシュヒ

ルズ：福島県）で、英語漬けを体験する研修を行っています。 

 

「部活動」では、1998 年硬式野球部の甲子園出場。1999-2000 年男子バスケットボール部のウイン

ターカップ全国二連覇をはじめ、これまでの功績は数え切れませんが、いわゆる「普通の生徒たち」がコツ

コツと積み上げる中で手にした実績こそ誇れるものだと考えております。 

202３年度（令和５年度）は、運動各部がインターハイや東北大会出場、県大会上位進出を果たし、また文

化部でも全国総合文化祭や東北大会出場など、この場では紹介しきれないほどの活躍が見られました。時

代は変わっても、文武両道の精神がしっかりと根づいています。活躍の詳細は、HP トップ画面から地域広

報誌「仙高の風」を開いてご覧ください。 

 
「校舎リニューアル（2027予定）」に向け昨年度より大規模改修工事が始まっています。 
５月には仮設校舎が完成し、その後本格的な改修工事に入ります。工事が終わるまで約３年かかる予定で

すが、全校舎を一斉に行うのではなく、部分的に時期を変えながら行うため、工事が完了した箇所から新

しい環境で学習活動等を始めることができます。 また、工事期間中は、特にグラウンドの使用等に影響が

出ますが、部活動等は代替施設等を使いながら活動を継続します。 

 

仙台高等学校は、一人ひとりがそれぞれの目標を見出し、学校生活を創り上げる体験を通して、社会の

一員として自立し、自他を尊重し、かけがえのない未来を築いてゆける学校です。 

あなたも水平線を行く船に自らを重ね、未来をデザインしてみませんか。 

 

令和５年４月１日   仙台市立仙台高等学校 校長 岩井 誠 


